
         

３
年
Ｂ
Ｂ
Ｑ
組 

～
俺
た
ち
稀
代
の
陽
キ
ャ
集
団
～ 

        

 



梗
概 

 

高
校
の
新
学
期
。
ク
ラ
ス
替
え
で

3

年

B

組
に
は
原

陽
助
（1

7

）
を
始
め
学
年
中
の
陽
キ
ャ
が
集
ま
り
、

稀
代
の
陽
キ
ャ
集
団
が
形
成
さ
れ
る
。 

 

一
方
、3

年H
組
は
陰
キ
ャ
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
戸
部
冬
子
（
ト
ウ
コ
）（1

7

）
も
そ
の
一
人
だ

っ
た
。 

 

陽
助
と
冬
子
、
全
く
縁
が
な
い
と
思
わ
れ
た
二
人
だ

っ
た
が
、
文
化
祭
の
出
し
物
と
し
て
バ
ン
ド
を
始
め

た
陽
助
が
バ
ン
ド
ロ
ゴ
の
作
成
を
冬
子
に
頼
ん
だ
こ

と
で
、
距
離
が
急
接
近
す
る
。 

 

二
人
が
縁
と
な
り
、
陽
キ
ャ
た
ち
と
陰
キ
ャ
た
ち
は

バ
ン
ド
を
通
し
て
交
流
を
重
ね
、
力
を
合
わ
せ
て
文

化
祭
を
成
功
さ
せ
る
。 

 

陽
助
の
バ
ン
ド
は
学
校
の
外
で
も
噂
に
な
り
、
金
の



臭
い
を
嗅
ぎ
つ
け
た3

年C

組
の
財
前
が
バ
ン
ド
活

動
へ
の
介
入
を
始
め
る
。 

 

財
前
は
狡
猾
な
立
ち
回
り
に
よ
っ
て
陽
キ
ャ
と
陰
キ

ャ
の
仲
に
割
っ
て
入
り
、
陰
キ
ャ
に
渡
る
は
ず
の
報

酬
を
ピ
ン
ハ
ネ
す
る
。 

 

そ
の
中
で
、
冬
子
は
陽
キ
ャ
に
と
っ
て
陰
キ
ャ
の
自

分
は
取
る
に
足
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
陽
助
に
利
用

さ
れ
て
い
た
だ
け
だ
と
思
う
よ
う
に
な
る
。 

 

や
が
て
財
前
の
悪
行
が
知
れ
渡
る
こ
と
に
な
り
、
冬

子
は
自
分
の
内
な
る
弱
み
か
ら
陽
助
に
偏
見
を
抱
い

て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
悔
い
改
め
る
。 

 

冬
子
と
陽
助
は
互
い
を
受
け
入
れ
、
陽
キ
ャ
と
陰
キ

ャ
は
再
び
強
い
絆
で
結
ば
れ
る
の
だ
っ
た
。 

  

 



《
登
場
人
物
》 

 

戸
部
冬
子
（1

7

） 
3

年H

組
生
徒 

原
陽
助
（1

7

） 
3

年B

組
生
徒 

 

財
前
（1

8
） 

3

年C

組
生
徒 

愛
甲
（1

7

） 
3

年B

組
生
徒 

菜
月
（1

7

） 
3

年B
組
生
徒 

坂
本
（1

8

） 
3

年B

組
生
徒 

愛
結
（1

7

） 
3

年B

組
生
徒 

屋
敷
（1

7

） 
3

年H

組
生
徒 

さ
や
か
（1

7

） 
3

年H

組
生
徒 

久
慈
（1

7

） 
3

年H

組
生
徒 

進
次
（5

） 
 

坂
本
の
息
子 

 

警
官 

音
楽
教
師 

そ
の
他 
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○
テ
ロ
ッ
プ 

「
こ
の
物
語
に
は
陽

キ
ャ
に
関

し
て
一
部
不
正
確

な

描
写
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
作
者
が
陰
キ
ャ

で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
、
そ
の
ま
ま
と
す
る
」 

 

○
清
明
高
校
・
校
門
（
朝
） 

 
 

桜
が

咲
き
誇
っ
て
い
る
。 

 
 

登
校

す
る
生
徒

ら
の
姿
。 

 

○
同
・3

年

B

組
教
室
前 

 
 

原
陽
助
（1

7

）
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

坂
本
（1

8

）
、
壁
に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
。 

陽
助
「
坂
本
！
」 

坂
本
「
よ
う
」 

陽
助
「
（
嬉
し
い
）
ま
た

一
緒
の

ク
ラ
ス
か
！
」 

坂
本
「
だ
な
」 

陽
助
「
進
次
、
元
気

に
し
て
っ
か
？
」 

坂
本
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
ド
ハ
マ
り
し
て
る
よ
」 

陽
助
「
（
笑
う
）
学
校

に
連
れ
て
こ
い
よ
。
み
ん
な
で

飯
食
お
う
ぜ
」 
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坂
本
「
お
う
」 

 

○
同
・3

年

B

組
教
室 

 
 

陽
助
、
入

っ
て
く
る
。 

陽
助
「
（
威
勢

よ
く
）
ち
ぃ
ー
ー
ー
す
！
！
！
」 

 
 

愛
甲
、
教
壇
机

に
座
っ
て
い
る
。 

愛
甲
「
陽
助
、

お
せ
え
よ
！
！
」 

 
 

と
教
壇
机
か
ら

飛
び
降
り
る
。 

陽
助
「
愛
甲
！
」 

 

 
 

陽
助

と
愛
甲
、

不
敵
な
笑

み
を
浮
か
べ
て
向
か

い
合
う
。 

 
 

二
人
、
息

の
あ
っ
た

動
き
で
ハ
ン
ド
シ
ェ
イ
ク

を
決
め
る
。 

愛
甲
「…

こ
の
一
年
、
面
白
く
な
り
そ
う
だ
」 

陽
助
「
（
に
や
り
と

笑
う
）
」 

声
「
陽
助
！
」 

 
 

陽
助
、
振

り
返

る
。 

 
 

菜
月
（1

7

）
が

愛
結
（1

7

）
と
共
に

笑
顔
で
陽

助
を
見
て
い
る
。 

陽
助
「
菜
月
！
」 
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陽
助
、
周

り
を

見
渡
す
。 

 
 

華
々

し
い
容
姿

の
面
々
。 

陽
助
「…

な
ん
だ
。

皆
揃
っ
て

ん
な
」 

 
○
同
・3

B

の
教
室
前 

 
 

他
の

ク
ラ
ス
の

女
子

1

、
女
子

2

、
教
室
内
を
覗

い
て
い
る
。 

 

女
子

1

「
割
れ
た
ね
」 

女
子

2

「
（
頷

く
）
」 

 

○
同
・3

年

H

組
教
室
前 

 
 

ド
ア

の
上
に
「3

年

H

組
」

の
プ
レ
ー
ト
。 

 

○
同
・3

年

H

組
教
室 

 
 

生
徒
全
員
、
眼
鏡
を
か
け
て
い
る
。 

 
 

生
徒

ら
、
息
を

潜
め
る
よ
う
に
じ
っ
と

自
分
の

席
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

そ
の

中
に
戸
部
冬
子
（

ト
ウ
コ
）（1

7

）
の
姿
。 

女
子

2

の

声
「
割
れ
た
」 
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○
同
・
中
庭
（
昼
休

み
） 

 
 

弁
当

を
食
べ
る

生
徒
ら
の

姿
。 

 
 

校
舎

の
屋
上
か
ら
煙
が
も
く
も
く
あ
が
っ
て
い

る
。 

 

○
同
・
屋
上 

 
 

陽
助
、
愛
甲
、
坂
本
、
菜
月
、
愛
結
な
ど

3
B

の

生
徒
ら
、B

B
Q

を
し
て
い
る
。 

仮
面

ラ
イ
ダ
ー

の
プ
リ
ン
ト
シ
ャ
ツ

を
着
た
進

次
（5

）
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
頬
張
っ
て
い
る
。 

陽
助
「
進
次
！ 

う
ま
い
か
！
」 

進
次
「
う
ん
！
」 

坂
本
「
パ
パ
の
焼
い
た
肉
も
食

え
」 

坂
本
、
進
次
に

串
を
手
渡

す
。 

 
 

陽
助
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
ビ
タ
ミ
ン

炭

酸
マ
ッ
チ

を
取
り
出

す
。 

 
 

陽
助
、
マ
ッ
チ

を
勢
い
よ
く
飲
む
。 

 
 

陽
助
、
む
せ
て

吐
き
出
す
。 

 
 

近
く
に
い
た
愛
結
、 

愛
結
「
汚

い
」 
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陽
助
「
悪

ぃ
」 

 
 

菜
月
、
陽
助
に

ハ
ン
カ
チ

を
渡
す
。 

陽
助
「
（
受
け
取
る
）
サ
ン
キ
ュ
ー
」 

菜
月
「
ね
。
陽
助
は

知
っ
て
る
？
」 

陽
助
「
ん
？
」 

菜
月
「
ウ
チ
ら
の
学
校

に

3

年

A

組

が
な
い
理
由
」 

陽
助
「
（
考
え
て
）
あ
の
開
か
ず
の
教
室
か

」 

 

○
同
・3

年

A

組
教
室
前 

 
 

ド
ア

の
上
に
「3

年

A

組
の
プ
レ
ー
ト
」
。 

 
 

ド
ア

が
施
錠
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

室
内

は
黒
い
カ
ー
テ
ン
で

覆
わ
れ
て

お
り
、
中

の
様
子
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

○
同
・
屋
上 

 
 

愛
甲
、
肉

を
頬
張
り
な
が
ら
、 

愛
甲
「
昔
の

3

年

A

組
が
伝
説
打
ち
立
て
て
、
そ
れ

以
来
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
ん
じ
ゃ
ね
？

」 

陽
助
「
あ
ー
！ 

永
久
欠
番
的

な
！
」 

愛
甲
「
そ
れ
！
」 
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菜
月
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
」 

 
 

進
次

に
肉
を
焼

い
て
い
た

坂
本
、 

坂
本
「
言

い
伝
え
で
は…

」 

 
○
同
・3

年

A

組
教
室
前 

 
 

施
錠

さ
れ
た
ド
ア
。 

坂
本
の
声
「
そ
の
教
室
は
天
地

の
間
に
あ
り
て
、

陽

と
陰
が
混

じ
り
合
う
と
き
、
扉

は
開
か
れ
ん
」 

 

○
同
・
屋
上 

坂
本
「
っ
て
こ
と
ら
し
い

」 

菜
月
「
陽

と
陰
？
」 

愛
甲
「
意
味
わ
か
ん
ね
ー
な
」 

 

○
同
・3

H

教
室 

 
 

生
徒

ら
、
自
分

の
机
に
座

っ
て
静
か
に

弁
当
を

食
べ
て
い
る
。 

 
 

窓
際

の
冬
子
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に

桜
の
木
の

絵
を
描
い
て
い
る
。 
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○
同
・
昇
降
口
（
放
課
後
） 

 
 

帰
宅

す
る
生
徒

ら
の
姿
。 

 

○
道 

 
 

陽
助
ら

3

年

B

組
の
集
団

、
車
道
を

塞
い
で
横

一
列
で
歩

い
て
い
る
。 

 
 

後
ろ
か
ら

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
鳴
る
。 

 
 

陽
助
、
振

り
返

る
と
一
台

の
パ
ト
カ
ー

。 

 
 

警
官
、
パ
ト
カ
ー
の
窓
か
ら
顔
を
出

す
。 

警
官
「
君

た
ち
、
通
行
の
じ
ゃ
ま
だ
！
」 

陽

助

「
（

屈

託

な

く

）

お

巡

り

さ

ん

！ 
す

い

ま

せ

ん
！ 

み
ん
な

道
を

開
け
ろ
！

」 

一
同
、
歩
道
へ
あ
が
る
。 

警
官
「
学
校
の
帰
り
か
？
」 

陽
助
「
は
い
！ 

こ
れ
か
ら
皆

で
海
い
こ
う
と
思
っ

て
て
。
お

巡
り
さ
ん

も
一
緒
に

ど
う
す
か

？
」 

警
官
「
（
笑
う
）
遊
ぶ
の
も
い
い
が
し
っ
か
り

勉
強
し

ろ
よ
！
」 

陽
助
「
は
い
！
」 

 
 

パ
ト
カ
ー
、
去

っ
て
い
く

。 
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○
別
の
道 

 
 

パ
ト
カ
ー

、
走

っ
て
い
る

。 

パ
ト
カ
ー
、
横
断
歩
道
の

前
で
と
ま
る
。 

 
 

3
年

H

組
の
生
徒

ら
、
見

事
な
縦
一
列

で
横
断

歩
道
を
渡

っ
て
い
る
。 

冬
子
、
横
断
歩
道
を
渡
る
。 

最
後
尾
の
久
慈
（1

7
）
の

横
断
中
、
警
官
、
パ

ト
カ
ー
を

発
進
さ
せ
る
。 

 
 

久
慈

、
轢
か
れ
そ
う
に
な
る
。 

パ
ト
カ
ー
、
急

ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
。 

警
官
「
（
顔
を
出
し
）
す
ま
ん
！ 

君
の
姿

に
気
づ
か

な
か
っ
た
！
」 

久
慈
「
（
ぼ
そ
っ
と
）
あ
、
平
気
で
す
。
存
在

に
気
づ

か
れ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
ん
で…

」 

 
 

久
慈

、
歩
い
て
い
く
。 

 

○
海 

 
 

陽
助

ら
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を

し
て
い
る
。 

愛
甲
「
ア
ゲ
ア
ゲ
で

ヒ
ャ
ッ
ハ
ー
ー
ー
！
！
！
」 
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○
浜
辺
（
夜
） 

 

 
 

陽
助

ら
、
花
火

を
し
て
い
る
。 

菜
月
「
来
月
文
化
祭

か
ー
」 

愛
甲
「
陽
助
。

去
年

お
前
ん
と
こ
何
出
し
た
？
」 

陽
助
「
え
。
な
ん
だ
っ
け
」 

坂
本
「
去
年
も
そ
の

前
も

B
B

Q

だ
」 

 
 

陽
助

、
考
え
込

む
。 

菜
月
「…

陽
助
？ 

ど
し
た
」 

陽
助
「
な
あ

。
せ
っ
か

く
メ
ン
バ
ー
揃
っ
た
ん
だ
し
、

今
年
は
何

か
面
白
い

こ
と
し
て
み
な
い
か
」 

愛
結
「
た
と
え
ば
？
」 

陽
助
「
う
ー
ん
」 

菜
月
「
あ

！ 

バ
ン
ド
と
か
」 

愛
甲
「
い
い
じ
ゃ
ん

、
バ
ン
ド

！ 

俺
ギ
タ
ー
！

」 

菜
月
「
じ
ゃ
あ

私
ベ
ー
ス

や
る

！
」 

愛
結
「
決

ま
る
の
早

」 

菜
月
「
ボ
ー
カ
ル
は

陽
助
し
か

い
な
い
っ
し
ょ
！
」 

愛
甲
「
頼

む
ぞ
！
」 

陽
助
「
（
笑
顔

で
頷
く

）
」 
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坂
本
「
バ
ン
ド

名
は

ど
う
す
る

？
」 

陽
助
「3

年

B
B

Q

組
っ
て
の
は
ど
う

よ
」 

愛
甲
「
何

だ
よ
そ
れ
」 

陽
助
「
い
や
、
な
ん
か
思
い
つ
い
た
」 

菜
月
「
ダ
サ
い
け
ど
、
学
生
バ
ン
ド
っ
て
感

じ
だ
し
。

う
ん
。
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」 

愛
甲
「
だ
っ
た
ら
ロ

ゴ
も
決
め
よ
う

ぜ
」 

菜
月
「
ロ

ゴ
？
」 

愛
甲
「
ほ
ら
。B

U
M

P
 

O
F

 
C

H
IC

K
E

N

と
か
に
も

あ
ん
だ
ろ

」 

菜
月
「
ど
う
い
う
の
」 

愛
甲
「
こ
う
、

盾
み
た
い
な
形

に
な
っ
て
て…
（
と

砂
に
ロ
ゴ

を
描
く
）
」 

陽
助
、
愛
甲
ら

の
姿
を
眺

め
、 

陽
助
「
ロ
ゴ
か…

」 

 

○
清
明
高
校
・
廊
下
（
翌
朝
） 

 
 

陽
助
ら

3

年

B

組
の
生
徒
、
横
幅
い
っ
ぱ
い
に

並
ん
で
登
校
す
る
。 
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○
同
・
美
術
室 

 
 

陽
助
、
画
用
紙

に
ロ
ゴ
を

書
い
て
い
る
。 

 
 

陽
助
、
隣

で
書

く
愛
甲
の

絵
を
見
る
。 

陽
助
「
愛
甲
、

そ
れ
、
駐
禁
の

標
識
か
？

」 
愛
甲
「
う
る
せ
え
な
。
お
前
に
い
わ
れ
た
く
ね
え
よ
」 

 
 

陽
助

の
書
い
た

ロ
ゴ
、
進

入
禁
止
の

標
識
に
し

か
見
え
な
い
。 

陽
助
、
菜
月
の
ほ
う
を
見

て
、 

陽
助
「
菜
月
！
」 

菜
月
、
画
用
紙

を
手
に
や
っ
て
く
る
。 

菜
月
「
見

た
い
？
」 

陽
助
「
（
頷
く
）
」 

菜
月
「
え
ー
ど
う
し
よ
っ
か
な
ー
」 

愛
甲
「
い
い
か
ら
見

せ
ろ
よ
」 

菜
月
「
（
自
信

あ
り
げ
）
じ
ゃ
ー
ー
ー
ん
」 

と
画
用
紙

に
書

い
た
ロ
ゴ

を
見
せ
る
。 

陽
助
、
愛
甲
「…

」 

 
 

菜
月

の
ロ
ゴ
、
駐
禁

の
標
識

に
し
か
見

え
な
い
。 

陽
助
「…

菜
月
、
お

前
も
か
」 

菜
月
「
え
？ 

よ
く
な
い
？
」 
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陽
助

と
愛
甲
、

辺
り
を
見
回
す
。 

 
 

3

年

B

組
の
生
徒
ら
が
書

い
た
ロ
ゴ
、

見
る
に

耐
え
な
い

も
の
ば
か
り
。 

愛

甲

「

お

い

！ 

こ

の

ク

ラ

ス

ど

う

な

っ

て

ん

だ

よ
！
」 

 
 

陽
助
、
ふ
と
壁

を
見
上
げ
る
。 

 
 

壁
に

展
示
さ
れ
た
一
枚
の

絵
。 

 
 

説
明
文
に
は
「

清
明
市
立

図
書
館
ロ
ゴ

マ
ー
ク

デ
ザ
イ
ン

賞 

金
賞

」
と
あ
る
。 

 
 

陽
助
、
洗
練
さ
れ
た

ロ
ゴ

に
見
と
れ
る
。 

 
 

作
者
名
に
「
戸
部
冬
子
」
。 

 

○
同
・3

H

教
室
（
昼
休

み
） 

 
 

生
徒

ら
、
自
分

の
席
で
じ
っ
と
し
て
い
る
。 

 
 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
串
を
持

っ
た
陽
助
、
入
口

か

ら
顔
を
覗

か
せ
る
。 

陽
助
「
戸
部
さ
ん
！
」 

 
 

冬
子
、
声
に
反
応
し
て
体

を
び
く
つ
か
せ
る
。 

冬
子
、
恐
る
恐

る
陽
助
を

見
る
。 

冬
子
、
陽
助
と

目
が
合
う
。 
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冬
子
、
慌
て
て

目
を
逸
ら
す
。 

陽
助
、
入
口
そ
ば
の

生
徒

へ
、 

陽
助
「
こ
の
ク
ラ
ス

に
戸
部
さ
ん
っ

て
子

い
る
？
」 

 
 

生
徒
、
冬
子
を

指
さ
す
。 

 

○
同
・
廊
下 

陽
助

と
冬
子
、
向
か
い
合

っ
て
い
る
。 

陽
助
「
俺
、
戸
部
さ
ん
の

書
い
た
ロ
ゴ
一
目

み
て
ア

ゲ
ア
ゲ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
ト
ラ
ン
ス
感

じ
た
っ
て

い
う
か
」 

陽
助
、
興
奮
し
て
冬
子
に

近
づ
く
。 

冬
子
、
一
歩
退

く
。 

陽
助
「
あ
の
ロ
ゴ
っ
て
街
の
図
書
館

で
使

わ
れ
て
る

っ
て
こ
と

で
し
ょ
？

」 

冬
子
「
（
ぼ
そ
り
）

あ
、

た
ぶ
ん

」 

陽
助
「
す
げ
ー
！ 

生
き
た
証
ー
！
」 

陽
助
、
ひ
と
り

興
奮
す
る
。 

冬
子
「…

」 

陽
助
、
冬
子
を

見
つ
め
て

近
づ
く
。 

冬
子
、
退

く
。 
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陽
助
、
手

を
合

わ
せ
、 

陽
助
「
戸
部
さ
ん
に

頼
み
が
あ

る
ん
だ
け
ど

！
」 

 

○
空
（
夜
） 

 
 

月
が

出
て
い
る
。 

 

○
同
・
冬
子
の
部
屋 

 
 

冬
子
、
机

で
ノ
ー
ト

に
バ
ン
ド

の
ロ

ゴ
を
描
い

て
い
る
。 

 

○
清
明
高
校
・
廊
下

（
回
想
） 

陽
助
「
（
目
を
輝
か
せ
）
俺
た
ち
、
文
化
祭

で
バ
ン
ド

し
よ
う
と

思
っ
て
て

。
戸
部
さ
ん
に

バ
ン
ド

の
ロ
ゴ

を
作
っ
て

ほ
し
い
ん
だ
」 

 
 

陽
助
、
白
い
歯

を
見
せ
て

笑
う
。 

 

○
（
戻
っ
て
）

冬
子

の
部
屋 

冬
子
「
眩
し
す
ぎ
だ
し…

歯
白
す
ぎ
だ
し…

B
B
Q

の

匂
い
し
す
ぎ
だ
し…

」 
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○
晴
明
高
校
・3

B

教
室
前
（
翌
日
） 

 
 

冬
子
、
ノ
ー
ト

を
手
に
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
。 

 
 

冬
子
、
恐

る
恐

る
教
室
内

を
覗
き
込

む
。 

 
 

菜
月

ら
女
子
、

ス
マ
ホ
で

動
画
を
撮

り
な
が
ら

踊
っ
て
い
る
。 

 
 

冬
子
、
怖
じ
気
付
く
。 

 

○
同
・3

B

教
室 

 
 

陽
助
、
冬
子
の

姿
に
気
づ
く
。 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

冬
子
、
歩

い
て
い
る
。 

背
後

か
ら
、 

陽
助
の
声

「
戸
部
さ
ん
！
」 

 

○
同
・3

B

教
室 

3
B

の

生
徒
ら
、
輪
を
作
っ
て
冬
子
の

書
い
た
ロ

ゴ
を
見
て
い
る
。 

一
同
「
お
お
ー
！
！
」 

冬
子
、
輪

の
外

で
お
ど
お
ど
し
て
い
る
。 
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愛
甲
「
（
冬
子

へ
）
こ
れ
、
お
前

が
考

え
た

の
？
」 

冬
子
「
（
頷
く
）
」 

陽
助
「
（
得
意

げ
に
）
す
げ
え
だ
ろ
」 

愛
結
「
別

に
陽
助
が

作
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い

し
」 

菜
月
、
冬
子
の

前
に
立
つ
。 

菜
月
「
戸
部
さ
ん
っ
て
い
う
ん
だ
。
わ
た
し

菜
月
。

よ
ろ
し
く
ね
（
と
微
笑
む
）
」 

 
 

冬
子
、
背
骨
が
ひ
ん

曲
が
る
ほ
ど

頭
を

下
げ
る
。 

菜
月
「…

？
」 

愛
甲
「
し
ゃ
ー
！ 

ロ
ゴ
も
完
成
し
た
し
、

バ
ン
ド

や
る
気
に
な
っ
て
き
た
ぜ

！
」 

 
 

一
同
、
盛

り
上

が
る
。 

 
 

冬
子
、
そ
そ
く
さ
と

帰
ろ
う
と
す
る
。 

陽
助
「
（
呼
び
止
め
）
戸
部
さ
ん

！
」 

冬
子
「…

」 

陽
助
「
お

礼
、
何
か

す
る
よ
」 

冬
子
「
（
首
を
振
る
）
」 

坂
本
「
陽
助
の
い
う
と
お
り
だ

。
た
だ
っ
て
わ
け
に

は
い
か
な
い
」 

陽
助
、
何

か
思

い
つ
く
。 
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陽
助
、
ロ
ッ
カ
ー
に
い
き
、
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
木

箱
を
取
り

出
す
。 

陽
助
、
木
箱
を

冬
子
に
差

し
出
す
。 

陽
助
「
こ
れ
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

送
っ
て
く
れ
た
マ
ス

ク
メ
ロ
ン
。
昼
飯
の

後
で
み
ん
な
で

食
お
う

と
思
っ

て
た
け
ど
、
戸
部
さ
ん
に

や
る
よ
」 

冬
子
、
遠
慮
し
て
受
け
取

ら
な
い
。 

陽
助
「
い
い
っ
て
」 

陽
助
、
冬
子
に

手
渡
す
。 

愛
甲
「
お
う
。
そ
ん
な
ら
こ
れ
も
持
っ
て
け
よ
」 

 
 

愛
甲
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
手
に
す
る
。 

 
 

愛
甲
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
冬
子

の
肩
に
か

け
る
。 

愛
甲
「
キ
ン
キ
ン
に

冷
え
た
マ
ッ
チ

が
た
っ
ぷ
り

入

っ
て
る
」 

 
 

菜
月
、
つ
け
て
い
た

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

を
外
す
。 

 
 

菜
月
、
冬
子
に

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

を
渡

す
。 

菜
月
「
ザ
ギ
ン

で
買

っ
た
お
気

に
入
り
の

ブ
レ
ス
レ

ッ
ト
。
戸
部
さ
ん
に
あ
げ
る
」 

坂
本
「
じ
ゃ
ー

俺
は…

」 
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○
同
・
廊
下 

 
 

冬
子
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
肩
に

提
げ
、
両

手
い
っ
ぱ
い
荷
物
を

持
っ
て
重

た
そ
う
に

歩
い
て
い

る
。 

 

○
戸
部
家
・
冬
子
の

部
屋
（
夜

） 

冬
子
、
机

に
座

っ
て
い
る
。 

机
の

上
に
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
。 

 
 

冬
子
、
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
を
そ
っ
と

抱
き

し
め
る
。 

 
 

冬
子
、
ぎ
こ
ち
な
い

笑
み
を
浮
か
べ
る

。 

 

○
清
明
高
校
・
音
楽
室
（
翌
日

・
放
課
後

） 

 
 

陽
助
ら

3

年

B

組
の
生
徒
、
楽
器
を

持
っ
て
集

ま
っ
て
い
る
。 

陽
助
「
文
化
祭

の
曲
、
ど
う
す
る
？
」 

愛
甲
「
や
っ
ぱ

バ
ン
プ
じ
ゃ
ね
え
の
？
」 

陽
助
「
（
気
乗

り
せ
ず
）

バ
ン
プ

か…

」 

 
 

音
楽
教
師
、
や
っ
て
く
る
。 

音
楽
教
師

「
聞
い
た
ぞ
。
お
前

ら
、
バ
ン
ド

始
め
た
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ん
だ
っ
て
？
」 

菜
月
「
先
生
、

お
邪
魔
し
て
ま

ー
す
！
」 

音
楽
教
師

「
や
る
な
ら
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
は
や
め
て
お

け
」 

愛
甲
「
は
？ 

な
ん
で
よ
？
」 

音
楽
教
師

「
バ
ン
ド

は
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
に

限
る
。
シ

ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト
で
も
主
人
公

の
兄
貴
が
そ
う
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
た
ろ
？
」 

陽
助
「
シ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト
？
」 

音
楽
教
師
「

知
ら
ん
の
か
。2

0
1

6
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
映
画
だ
」 

陽
助
「
俺
、
映
画
と
か
見
な
い
ん
す
よ
」 

愛
甲
「
あ
！ 

聞
い
て
く
れ
よ
。
俺
さ
、

最
近
ま
で

パ
ズ
ー
の
こ
と

シ
ー
タ
だ
と
思

っ
て
て
（
と

爆
笑
す

る
）
」 

愛
結
「
何

の
話
？
」 

菜
月
「
て
か
誰
そ
れ
？
」 

愛
甲
「
は
？ 

菜
月
、
お
前
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ

観

て
ね
え
の
？
」 

菜
月
「
全
然
」 
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愛
甲
「
は
あ
？
！
」 

音
楽
教
師
「
（
呆
れ
て

）
ま
。
映
画
を
必
要

と
し
な
い

人
生
っ
て
の
も

あ
る

意
味
幸
せ
だ
が
な
」 

 
 

と
出

て
い
く
。 

陽
助
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

か
」 

坂
本
「
（
陽
助

へ
）
ど
う
す
る
？
」 

陽
助
「
よ
し
！ 
み
ん
な
！ 

バ
ン
ド
は

オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
で
い
く
ぞ
！ 

こ
の
中
で

曲
書
け
る

奴
、
名
乗

り
出
ろ
！
」 

 
 

全
員
、
沈
黙
。 

陽
助
「…

」 

 

○
同
・3

H

教
室
（
翌
日
・
昼
休
み
） 

 
 

冬
子
、
自
分
の

席
で
弁
当

を
食
べ
て
い
る
。 

声
「
戸
部

さ
ん
！
」 

 
 

冬
子
、
ぎ
く
り
と
す
る
。 

 
 

冬
子
、
声

の
方

を
見
る
。 

 
 

入
口

で
陽
助
が

手
を
振
っ
て
い
る
。 

 

○
同
・
廊
下 
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冬
子
、
陽
助
、
屋
敷
（1

7

）
、
立

っ
て
い
る
。 

 
 

冬
子
、
屋
敷
を

指
し
て
、 

冬
子
「
（
ぼ
そ
り
）

同
じ
ク
ラ
ス

の…

屋
敷
君…

」 

陽
助
「
（
屋
敷

へ
）
俺

B

組
の

原
陽
助
。

よ
ろ
し
く

ぅ
！
」 

屋
敷
「
（
ぼ
そ
り
）
あ
、
は
い
」 

陽
助
「
戸
部
さ
ん
か
ら
作
曲
で
き
る
っ
て

聞
い
た
ん

だ
け
ど
」 

屋
敷
「
（
ぼ
そ
り
）

あ
、
は
い

」 

陽
助
「
ど

ん
な
曲
？
」 

屋
敷
「
（
ぼ
そ
り
）
あ
、
ボ
カ
ロ
で
す
。
昔

か
ら
ニ
コ

動
に
あ
げ
て
て

」 

陽
助
「
再
生
回
数
と
か
聞
い
ち
ゃ
っ
て
も
い
い
？

」 

屋
敷
「
（
ぼ
そ
り
）
あ
、
全
部
合
わ
せ
る
と

1
0

0

万
と

か
」 

陽
助
「
ミ
リ
オ
ン
！ 

齢

1
8

で
？
！
（
と

興
奮
す

る
）
」 

屋
敷
「
（
ぼ
そ
り
）

あ
、

ま
だ

1
7

で
す
」 

陽
助
、
屋
敷
の

手
を
握
り
し
め

る
。 

陽
助
「
（
目
を
輝
か
せ

）
頼
む
。
俺
た
ち
の
た
め
に

曲
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を
作
っ
て
ほ
し
い
」 

 

○
同
・3

B

教
室
（
数
日
後
） 

 
 

陽
助

ら

3
B

の

生
徒
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
前

に
群
が
っ
て
い
る
。 

 
 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
か
ら
曲

が
流
れ
て
い
る
。 

 
 

輪
の

外
で
、
屋
敷
、

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
肩

に
提
げ
、

両
手
い
っ
ぱ
い
に
荷
物
を
持
っ
て

突
っ
立

っ
て
い
る
。 

菜
月
「
（
聴
い
て
）
い
い
じ
ゃ
ん
」 

愛
結
「
う
ん
」 

陽
助
「
（
み
ん
な
へ
）
よ
し
！ 

文
化
祭
は
こ
の
曲
を

や
る
ぞ
！
」 

愛
甲
「
お
う
！ 

早
速
練
習
だ
！
」 

坂
本
「
練
習
は
い
い
け
ど
、
ま
だ
曲
に
歌
詞

つ
い
て

な
い
ぞ
」 

 
 

陽
助
、
一
同
を

見
渡
す
。 

陽
助
「
こ
の
中
で
作
詞
で
き
る
奴

、
名
乗
り

出
ろ
！
」 

 
 

全
員
、
沈
黙
。 
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以
下

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク 

 

○
同
・
音
楽
室

（
数
日
後
） 

 
 

室
内

に
軽
快
な

メ
ロ
デ
ィ

が
響
く
。 

愛
甲
、
菜
月
ら
、3

B

の
生
徒
数
人
が

楽
器
を
演

奏
し
て
い
る
。 

 
 

陽
助
、
食
い
入

る
よ
う
に

歌
詞
の
書

か
れ
た
紙

を
見
て
い
る
。 

そ
ば
で
さ
や
か
（1

7

）
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を

肩
に
提
げ
、
両
手
い
っ
ぱ
い
に

荷
物
を
持

っ
て
突
っ

立
っ
て
い
る
。 

 
 

陽
助
、
顔
を
あ
げ
る
と
、

満
面
の
笑

み
で
さ
や

か
へ
親
指

を
突
き
出

す
。 

 

○
同
・3

B

教
室
（
数
日
後
） 

 
 

黒
板

に
「
文
化
祭
ま
で

1
4

日
」

の
文
字
。 

 
 

 

○
同
・
音
楽
室 

 
 

愛
甲

ら
、
演
奏

し
て
い
る
。 

 
 

陽
助
、
マ
イ
ク

で
シ
ャ
ウ
ト
し
て
い
る
。 
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○
同
・3

H

教
室 

 
 

黒
板

に
「
文
化
祭
の
出
し

物
決
め
」

の
文
字
。 

 
 

全
員
、
席

に
座

っ
た
ま
ま

沈
黙
し
て
い
る
。 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

陽
助
、
冬
子
、
屋
敷
、
向

か
い
合
っ
て
い
る
。 

 
 

陽
助

、
冬
子
と

屋
敷
に
両
手
を
合
わ
せ
て
頼
み

ご
と
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

○
同
・3

H

教
室
（
昼
休

み
） 

 
 

冬
子
、
席
に
座

り
バ
ン
ド

の
ポ
ス
タ
ー

を
描
い

て
い
る
。 

隣
の

席
で
、
屋

敷
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
作
曲
し
て
い
る
。 

 

○
同
・3

B

教
室
（
数
日
後
） 

 
 

黒
板

に
「
文
化
祭
ま
で

1
0

日
」

の
文
字
。 

 
 

 

○
同
・
屋
上
（
昼
休

み
） 
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愛
甲

ら
、
楽
器

で
演
奏
し
て
い
る
。 

 
 

陽
助
、
熱
唱
し
て
い
る
。 

 
 

進
次
、
坂
本
に
肩
車

さ
れ
な
が
ら

聴
い
て
い
る
。 

 
○
同
・3

B

教
室 

 
 

完
成

し
た
ポ
ス
タ
ー

が
映

し
出

さ
れ
る
。 

3
B

の
生
徒
ら
、
ポ
ス
タ
ー

を
見
つ
め
て
い
る
。 

陽
助
、
黒
板
に
デ
カ
デ
カ

と
書
か
れ

て
い
る
「3

年

B
B

Q

組
」
の
文
字
に
目
を
や
る
。 

陽
助
、
チ
ョ
ー
ク
を
手
に
し
、「
＆H

組
」
と
書

き
足
す
。 

 

○
同
・3

B

教
室
（
数
日
後
） 

 
 

黒
板

に
「
文
化
祭
ま
で

5

日
」
の
文
字
。 

 

○
同
・
体
育
館 

 
 

B

組
男
子

と

H

組
男
子
、
ド
デ
カ
い
ス
ピ
ー
カ

ー
を
二
人

で
運
ん
で
い
る
。 

 

○
駅
前 
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さ
や
か
、

久
慈
ら

H

組
の

生
徒
、
「3

年

B
B

Q

組
＆H

組
」

の
宣
伝
チ
ラ
シ
を
配

っ
て
い
る
。 

 
 

次
々

と
チ
ラ
シ

を
受
け
取

る
通
行
人
ら
。 

 
 

久
慈
、
通
行
人

に
チ
ラ
シ

を
差

し
出
す
。 

通
行
人
、

一
顧

だ
に
せ
ず

素
通

り
。 

 

○
清
明
高
校
・
屋
上

（
翌
日
・

昼
休

み
） 

 
 

3
B

と

3
H

の
生
徒

ら
、B

B
Q

を
し
て
い
る
。 

 
 

冬
子
、
食

べ
て
い
る
。 

 
 

と
、

冬
子
の
頬

に
冷
え
た

マ
ッ
チ
が
当

た
る
。 

 
 

冬
子
、
驚
い
て

振
り
返
る
。 

 
 

笑
顔

の
陽
助
が

マ
ッ
チ
を

持
っ
て
立
っ
て
い
る
。 

 
 

冬
子
、
キ
ョ
ド

る
。 

 

○
同
・3

B

教
室
（
数
日
後
・
放
課
後
） 

 
 

黒
板

に
「
文
化
祭
ま
で

1

日
」
の
文
字
。 

 

○
同
・3

年

A

組
の
教
室
前 

誰
も
い
な
い
校
内
。 

教
室
内
の
カ
ー
テ
ン

が
揺

れ
、

閉
ざ
さ
れ
た

ド
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ア
が
か
た
こ
と

揺
れ
る
。 

 

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク

お
わ
り 

 
○
同
・
校
門
（
翌
日
） 

 
 

「
清
明
文
化
祭
」
の
ア
ー
チ

が
か
か
っ
て
い
る
。 

 

○
同
・2

年

G

組
教
室 

 
 

縁
日

が
催
さ
れ
て
い
る
。 

射
的

や
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い

を
楽

し
む
客
の
姿
。 

 

○
同
・
体
育
館
入
口 

 
 

冬
子

の
描
い
た

ポ
ス
タ
ー

が
貼

ら
れ
て
い
る
。 

 

○
同
・
体
育
館 

 
 

暗
い

室
内
。 

 
 

大
勢

の
客
が
舞
台
の
前
に

集
ま
っ
て
い
る
。 

 

○
同
・
同

・
舞
台
裏 

 
 

冬
子
、
隅
っ
こ
に
突
っ
立

っ
て
い
る
。 
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陽
助
、
や
っ
て
く
る
。 

陽
助
「
戸
部
さ
ん
！

」 

 
 

陽
助
、
冬
子
に

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
玩
具

を
投
げ

渡
す
。 

 
 

冬
子
、
慌

て
て

キ
ャ
ッ
チ

す
る
。 

冬
子
「
（
玩
具

を
見
て
）…

？
」 

陽
助
「
射
的
で
取
っ
た
景
品
。

ド
ラ

え
も
ん

狙
っ
た

ん
だ
け
ど
。
よ
か
っ
た
ら
戸
部

さ
ん
に
あ
げ
る
」 

冬
子
「
（
頭
を
下
げ
る
）
あ
、
あ
あ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す…

一
生…

た
た
大
切
に
し
ま
す
」 

陽
助
「
（
吹
き
出
す
）
前
か
ら
思

っ
て
た
け
ど

戸
部
さ

ん
っ
て
面
白
い
よ
ね

」 

冬
子
「
へ

？
」 

 
 

冬
子
、
あ
た
ふ
た
し
て
、 

冬
子
「
つ
、
つ
ま
ん
な
い
で
す
、
根
暗
で
す
、
ド
陰

キ
ャ
で
す

」 

 
 

陽
助
、
笑

う
。 

陽
助
「
俺
、
三
年

に
な
る
ま
で
全
然
戸
部
さ
ん

と
か
、

屋
敷
と
か

と
話
し
た
こ
と

な
か
っ
た

け
ど
、

な
ん
か

一
緒
に
い
る
と

新
し
い
も
ん
を
ど
ん
ど
ん

生

み
出
せ
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る
感
じ
が
し
て

。
毎
日
が
ワ
ク
ワ
ク

し
て
さ

。
だ
か

ら
俺
、
戸
部
さ
ん
と

い
る
と
面
白
い

よ
」 

冬
子
「…

」 

菜
月
の
声

「
陽
助
！
」 

 
 

菜
月

ら
、
楽
器

を
持
っ
て

立
っ
て
い
る
。 

陽
助
「
（
冬
子

へ
）
い
っ
て
く
る

！
」 

冬
子
「
あ
、
い
、
い
い
い
っ
て…

」 

 
 

陽
助
、
去

る
。 

 
 

陽
助
、3

B

の
生
徒

ら
と
円
陣
を
組
ん
で
い
る
。 

冬
子
「
（
か
細
く
）
ら
っ
し
ゃ
い
」 

 

○
同
・
体
育
館 

室
内

に
歌
声
が

響
き
わ
た
る
。 

盛
り

上
が
る
客
。 

 
 

陽
助
、
マ
イ
ク

で
熱
唱
し
て
い
る
。 

 

○
同
・
同
・
舞
台
袖 

 
 

冬
子
、
カ
ー
テ
ン
の
隙
間

か
ら

陽
助
を

見
つ
め

て
い
る
。 

 
 

冬
子
、
自
然
と

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。 
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○
同
・
校
門
（
一
ヶ

月
後
・
朝

） 

 
 

ア
ジ
サ
イ

が
雨

に
濡
れ
て
い
る
。 

 
○
同
・3

年

C

組
教
室
前 

 
 

ド
ア

の
上
に
「3

年

C

組
」
の
プ
レ
ー
ト
。 

 

○
同
・3

年

C

組
教
室 

 
 

財
前
（1

8

）
、
席
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

机
の

上
に
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
ケ
ー
ス
。 

 
 

財
前
、
ケ
ー
ス

を
開
け
る
。 

中
に

大
量
の
ヤ
ク
ル
ト

1
0

0
0

が
入
っ
て
い
る
。 

財
前
「
（
に
や
り
）
メ
ル
カ
リ
に
出
せ
ば

3

万

に
は
な

る
な…

」 

 
 

財
前
、
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で

ヤ
ク
ル
ト

1
0

0
0

を

撮
影
す
る
。 

C

組
生
徒

1

、
や
っ
て
き
て
、 

C

組
生
徒

1

「
財
前

さ
ん
、
ま
た
ず
い
ぶ
ん
と
仕
入

れ
ま
し
た
な
」 

財
前
「
こ
の
雨
の
中
、
朝
か
ら

ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ

に
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張
り
付
い
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
よ
」 

C

組
生
徒

2

、
や
っ
て
き
て
、 

C

組
生
徒

2

「
私
は
今
月

利
益
が

出
ま
せ
ん

」 

C
組
生
徒

1

「
私
も

で
す
。
マ
ス
ク

と
ト
イ
パ
ー

不

足
の
時
は

笑
い
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
ん
だ
が
な
あ

」 
財
前
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
ケ
ー
ス

を
閉
じ
る
。 

財
前
「
と
こ
ろ
で
知

っ
て
ま
す
か
？ 

3

年

B

組
の

バ
ン
ド
の

件
」 

C

組
生
徒

2

「
え
え
。"

3

年

B
B

Q

組
＆H

組"

。
文

化
祭
で
披
露
し
て
以
来
も
っ
ぱ
ら
の

評
判
ら
し
い
で

す
ね
」 

C

組
生
徒

1

「S
N

S

上
で
も
話
題

に
な
っ
て
ま
す

」 

財
前
「
う
む
」 

 
 

財
前
、
考

え
込

ん
で
い
る
。 

C

組
生
徒

2

「
財
前

さ
ん
、
そ
の
顔
、
何
か

企
ん
で

ま
す
な
」 

財
前
「
（
に
や
り
）
」 

 

○
同
・3

年

H

組
教
室

（
昼
休
み
） 

 
 

生
徒

ら
、
席
に

座
っ
て
弁
当
を

食
べ
て
い
る
。 
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財
前
、
入

っ
て
く
る
。 

財
前
、
教
壇
に

立
つ
。 

財
前
「
（
大
声

で
）
注
目
！
」 

生
徒

ら
、
財
前

を
見
る
。 

財
前
「
（
高
圧
的
に
）
箸
を
お
け
。
こ
れ
よ
り

3

年

B
B

Q

組
＆H
組
、
略
し
て

B
B

Q

組
の
件
で
お
前
た

ち
に
大
事

な
話
を
す
る
。

意
見

の
あ
る
者
は

手
を
あ

げ
て
か
ら

発
言
す
る
よ
う

に
」 

冬
子
「…

？
」 

財
前
「
お
前
た
ち
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
今

B
B

Q

組

が
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。

今
後

バ
ン
ド

は
学
校

外
へ
と
活
動
の
場
を

広
げ
て
い

き
、S

N
S

な
ど
で

露

出
す
る
機
会
が
増
え
る
だ
ろ
う

。
そ
れ
に
あ
た
っ
て

一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
る

。
お
前

た
ち

H

組

の
存
在

だ
」 

 
 

財
前
、
生
徒
ら
を
見
回
す
。 

財
前
「
は
っ
き
り
い
お
う

。B

組
の

生
徒
た
ち
は
バ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ

の
観
点
か
ら
陰

キ
ャ

で
あ
る
お
前
た

ち

H

組
と

の
表
立

っ
た

交
流
を

避

け

た
い

と

考
え

て
い
る
よ
う
だ

」 
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冬
子
「…

」 

財
前
「
物
事
に
は
自
然
な
形
と
い
う
も
の
が
あ
る

。

陽
キ
ャ
と

陰
キ
ャ
。

所
詮
は
生

き
る

世
界
が

違
う
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
の
こ
と
を
肝

に
銘

じ
て
こ
れ
か
ら

学
校
生
活

を
送
る
よ
う
に

。
以
上
。

何
か
意
見
は
あ

る
か
？
」 

 
 

生
徒

ら
、
沈
黙

し
て
い
る
。 

冬
子
「…

」 

 

○
同
・
廊
下 

冬
子
、
歩

い
て
い
る
。 

声
「
戸
部

さ
ん
！
」 

冬
子
、
ぎ
く
り
と
し
て
振

り
返

る
。 

笑
顔

の
陽
助
が

立
っ
て
い
る
。 

陽
助
「
戸
部
さ
ん
！ 

俺
た
ち

さ
、

他
の
高
校
の
文

化
祭
で
も

バ
ン
ド
し
よ
う
っ
て

話
に
な
っ
て

！ 

戸

部
さ
ん
た
ち
も
一
緒

に
く
る
だ
ろ
？

」 

冬
子
、
う
つ
む
く
。 

陽
助
「
（
訝
し
げ
に
）
戸
部
さ
ん
？
」 

 

冬
子
「…

ご
め
ん
な
さ
い
」 
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冬
子
、
そ
そ
く
さ
と

去
る
。 

陽
助
「…

？
」 

 

○
同
・3

B

教
室
（
数
日
後
） 

3
B

の

生
徒
ら
、

集
ま
っ
て
い
る
。 

愛
甲
「H
組
の
奴
ら
、
最
近
い
や
に

よ
そ
よ
そ
し
く

ね
え
か
？
」 

菜
月
「
あ
。
そ
れ
思

っ
た
。
話

し
か
け
て
も

ス
ル
ー

さ
れ
る
っ
て
い
う
か

」 

愛
甲
「
何

だ
っ
て
ん
だ
急
に
。

勢
い
に
乗
っ
て
海
外

進
出
し
よ
う
っ
て
と
き
に
よ
ぅ
」 

坂
本
「
海
外
は
早
い
だ
ろ

」 

菜
月
「
陽
助
。
な
ん
か
知
ら
な
い
？
」 

陽
助
「…

い
や
」 

声
「
何
か
お
困
り
ご
と
で
し
ょ
う
か
」 

 
 

陽
助

ら
、
振
り

返
る
。 

 
 

財
前
、
入
口
に
に
こ
や
か
な

顔
で
立
っ
て
い
る
。 

坂
本
「…

お
前
は

C

組
の
財
前
」 

愛
甲
「C

組
？ 

何
の
用
だ
よ
？
」 

財
前
「
い
え
、
も
し
か

し
た
ら

H

組
の
こ
と

で
お
悩
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み
か
と
思

い
ま
し
ね
。
何
し
ろ

奴
ら
は
気
難

し
い
連

中
で
し
て

」 

愛
甲
「
お

前
、
な
ん
か
知
っ
て
ん
の
か
？
」 

財
前
「
今
や

B

組
の

皆
さ
ん
は

学
校
内
外
で

押
し
も

押
さ
れ
ぬ

人
気
者
だ
。
一
方
で

H

組
は
ど
う
で
す
？ 

相
も
変
わ
ら
ず

昼
食

は
独
り
ぼ
っ
ち

。
誰
と
も
会
話

す
る
こ
と
な
く

一
日

を
終
え
る
」 

坂
本
「
何

が
い
い
た
い
ん
だ
？

」 

財
前
「
僻

み
根
性
で
す
よ
。
連
中
と
き
た
ら
、
口
に

は
出
さ
な
い
く
せ
に

裏
で
は
あ
な
た
た
ち
を

妬
ん
で

る
ん
で
す
よ
」 

陽
助
「…

」 

財
前
「
あ
あ
い
う
人
種
に
は
近

づ
か
な
い
に

越
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
皆

さ
ん
と
は
生
き

る
世
界
が

違
う
ん
で
す
」 

愛
甲
「…

で
も
よ
ぅ
、
あ
い
つ
ら
の

力
が
な
い
と
」 

財
前
「
そ
れ
で
し
た
ら
私
に
お

任
せ
く
だ
さ
い
」 

陽
助
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」 

財
前
「
今
後
、
私
が

B

組
と

H

組
の

仲
介
役

と
し
て

万
事
滞
り
な
く

バ
ン
ド
活
動
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
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頂
き
ま
す

」 

 

○
同
・3

年

H

組
教
室

（
翌
日
・
昼
休
み
） 

 
 

生
徒

ら
、
席
に

座
っ
て
弁
当
を

食
べ
て
い
る

。 

財
前
、
入
口
に
や
っ
て
く
る
。 

財
前
「
戸
部
冬
子
！ 

屋
敷
太
一
！

」 

冬
子

と
屋
敷
、

財
前
を
見

る
。 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

冬
子
、
屋
敷
、

財
前
、
立

っ
て
い
る
。 

 
 

財
前
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手

に
し
て
い
る
。 

財
前
「B

組
の
皆
様

か
ら
仕
事

の
発
注
だ
。

新
曲
と

新
し
い
ポ
ス
タ
ー
を

作
れ
」 

 
 

財
前
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら

マ
ッ
チ
を
二
本
取

り

出
す
。 

財
前
「
賃
金
だ
」 

 
 

と
二
人
へ
マ
ッ
チ
を
渡
す
。 

 
 ○

（
回
想
）3

年

B

組
教
室 

マ
ス
ク
メ
ロ
ン

の
入
っ
た

木
箱

や
ク
ー
ラ
ー
ボ
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ッ
ク
ス
。

服
や
帽
子
、
腕
時
計

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な

ど
が
机
に

山
積
み
に
な
っ
て
い
る
。 

陽
助
「
俺

た
ち
か
ら
の
気
持
ち
だ
。

戸
部
さ
ん
た
ち

に
渡
し
て
く
れ
」 

財
前
「
も
ち
ろ
ん
で

す
」 

 

○
（
戻
っ
て
）

廊
下 

財
前
「
納
期
は
一
週
間
だ
。
遅

れ
る
な
よ
」 

 
 

財
前
、
去

る
。 

 
 

屋
敷
、
マ
ッ
チ

を
強
く
握

り
し
め
る
。 

 
 

唇
を

噛
む
屋
敷

を
見
て
、 

冬
子
「…

」 

 

○
戸
部
家
・
冬
子
の

部
屋
（
夜
） 

冬
子
、
机

で
ポ
ス
タ
ー
の

絵
を

描
い
て
い
る
。 

 
 

机
の

棚
に
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
玩
具
が
飾

ら
れ
て

い
る
。 冬

子
、
キ
テ
ィ

ち
ゃ
ん
の

玩
具

を
手
に
取
り
、 

冬
子
「
（
寂
し
げ
に
見
る
）
」 
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○
清
明
高
校
・

屋
上

（
翌
日
・
昼
休

み
） 

 
 

陽
助

ら
、B

B
Q

を
し
て
い
る
。 

陽
助
「
（
興
奮

し
て
）
ガ
チ
か
？
！
」 

坂
本
「
あ
あ
。

家
内

の
兄
貴
が

俺
た
ち
の
曲

を
気
に

入
っ
て
ギ
ロ
ッ
ポ
ン

の
ラ
イ
バ
ハ
ウ
ス
を
タ
ダ
で
貸

し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」 

愛
甲
「
し
ゃ
ー
ー
ー
！
！
！
」 

菜
月
「
そ
れ
、

客
呼

ん
で
や
る
っ
て
こ
と
だ
よ
ね

」 

坂
本
「
も
ち
ろ
ん
」 

菜
月
「
タ
ダ
で
？
」 

愛
甲
「
金

と
ん
に
決

ま
っ
て
ん
だ
ろ

。
な
あ
？
！

」 

陽
助
「
（
笑
う
）
チ
ケ
ッ
ト
の
値
段
、

ど
う
す
る
？
」 

菜
月
「
（
手
を
あ
げ
る
）

は
い
！ 

5
0

0
0

円

！
」 

愛
甲
「
高

っ
」 

菜
月
「1

0
0

円
？
」 

愛
甲
「
安

っ
」 

菜
月
「
じ
ゃ
あ…

」 

声
「5

0
0

円
」 

 
 

一
同
、
振
り
向

く
。 

 
 

入
口

で
財
前
が
に
こ
り
と
し
て

立
っ
て
い
る
。 
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財
前
「5

0
0

円
で
そ
の
チ
ケ
ッ
ト
、

私
に
す
べ
て

買

い
取
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」 

 

○
同
・3

年

H

組
教
室 

財
前
、
教
壇
に

立
っ
て
い
る
。 

財
前
「5

0
0

0
円
だ
」 

財
前

、
手
作
り
の
チ
ケ
ッ
ト

を
か
ざ
し
て
い
る
。 

財
前
「
明
日

行
わ
れ
る

B
B

Q

組
の
単
独
ラ
イ
ブ
。
一

枚

5
0

0
0

円
で
売
っ
て
や
る

」 

 
 

生
徒

ら
、
沈
黙

し
て
い
る
。 

財
前
「
ど
う
し
た
？ 

陰
キ
ャ

の
お

前
た
ち
が
ど
ん

な
に
足
掻

い
て
も
届

か
な
い
雲

の
上

の
人
気
者
た
ち

を
樋
口
一
葉
一
枚
で

見
ら
れ
る
ん
だ

ぞ
！
」 

 

○
六
本
木

の
街
並
み

（
翌
日
・
夜
） 

 

○
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス 

ス
テ
ー
ジ

で
シ
ャ
ウ
ト
す
る
陽
助
。 

盛
り

上
が
る
客

た
ち
。 
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○
同
・
楽
屋 

陽
助

ら
、
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
る
。 

陽
助
「
あ
ー
。

楽
し
か
っ
た
ー

」 

菜
月
「
好

き
な
こ
と
し
て

稼
げ
る
っ
て
最
高

」 

 
 

陽
助
、
封
筒
を

手
に
す
る
。 

陽
助
、
封
筒
か
ら
万
札
を

取
り

出
す
。 

陽
助
「
（
数
え
て
）1

0

万
の
収
入
」 

愛
甲
「
俺

た
ち
、
す

ご
く
ね
？
」 

菜
月
「
ね
。
そ
の
お

金
で
ぱ
ー
っ
と

遊
ば
な
い
？
」 

陽
助
「
い
や
」 

 
 

陽
助
、
坂
本
に

万
札
を
差

し
出

す
。 

坂
本
「…

？
」 

陽
助
「
ラ
イ
ブ

が
で
き
た
の
は

坂
本

の
お
か
げ
だ
。

こ
れ
で
奥

さ
ん
や
進
次
に
シ
ー
ス
ー

で
も
食

わ
せ
て

や
れ
」 

坂
本
「
で
も
」 

 
 

坂
本
、
周
り
を

見
る
。 

 
 

一
同
、
笑
顔
で

頷
い
て
い
る
。 

坂
本
「
悪

い
な
」 

と
受

け
取
る
。 
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愛
甲
「
な

ー
。
次
の

活
動
は
ど
う
す
る
よ
？
」 

菜
月
「
他
校
の
文
化
祭
巡
り
っ
し
ょ

」 

坂
本
「
一

つ
考
え
た
ん
だ
が
、

も
っ
と
ビ
ッ
グ
に
な

る
に
は

S
N

S

に
力
を

入
れ
る
べ
き
だ
と

思

う
」 

菜
月
「T

w
itte

r

と
か

イ
ン
ス
タ
と
か
？
」 

愛
甲
「
だ
っ
た
ら
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
を

作
る
っ

て
の
は
ど
う
よ
？
」 

菜
月
「
い
い
じ
ゃ
ん
そ
れ
！
」 

陽
助
「
サ
イ
ト

か
」 

陽
助
、
一
同
を

見
渡
し
、 

陽
助
「
よ
し
！ 

こ
の
中
で
サ
イ
ト
作
成
で
き
る

奴
、

名
乗
り
出

ろ
！
」 

 
 

全
員
、
沈
黙
。 

坂
本
「
（
ぼ
そ
り
）H

組
の
奴
ら
な
ら…

」 

陽
助
「…

」 

声
「
私
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
」 

入
口

に
財
前
が

立
っ
て
い
る
。 

愛
甲
「
ま
た
お

前
か
」 

財
前
「
（
に
こ
や
か
に
）

ラ
イ
ブ
、
お
見
事

で
し
た
」 

陽
助
「…

何
の
用
だ
？
」 
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財
前
「
必
要
と
あ
ら
ば
皆
さ
ん
の
た
め
に

こ
の
私
め

が
然
る
べ
き
人
材
を

見
つ
け
て

参
り
ま
す
」 

 

○
晴
明
高
校
・3

年

C

組
教
室
（
翌
日
） 

 
 

財
前
、
席
に
座

り
ス
プ
ー
ン
で

マ
ス
ク
メ
ロ
ン

を
食
べ
て
い
る

。 

 
 

財
前
、
ス
マ
ホ

で
電
話
を
か
け
る
。 

財
前
「
こ
い
」 

財
前
、
電
話
を

切
る
。 

財
前
、
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
を

食
べ
る
。 

入
口

か
ら

D

組

の
相
田
が
や
っ
て
く
る
。 

相
田
「
失
礼
し
ま
す
！ 

D

組

の
相
田
で
す

！
」 

相
田
、
財
前
の

前
に
立
つ
。 

財
前
「B

組
様
か
ら
サ
イ
ト
作
成

の
発
注
が
あ
っ
た
。

私
の
代
わ
り
に

適
当

な
人
材
を

探
せ
」 

 

財

前

の

足

下

に

大

き

な

紙

袋

と

小

さ

な

紙

袋

。 

財
前

、
小
さ
な

紙
袋
を
手

に
す
る
と
、 

財
前
「
賃
金
だ
」 

と
相
田
に
渡
す
。 
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○
同
・3

年

D

組
教
室 

 
 

相
田
、
机

に
座

っ
て
い
る
。 

 
 

入
口

か
ら

E

組
の
飯
田
が
や
っ
て
く
る
。 

飯
田
「
失
礼
し
ま
す
！ 

E

組
の
飯
田
で
す
！
」 

飯
田

、
相
田
の

前
に
立
つ
。 

相
田
「
元
請
け
の

C

組
様
か
ら

ご
依
頼
が
あ
っ
た
。

俺
の
代
わ
り
に

サ
イ
ト
作
成
が
で
き
る
人
材

を
探
せ
」 

 

相

田

の

足

下

に

小

さ

な

紙

袋

と

さ

ら

に

小

さ

な
紙
袋
。 

相
田

、
さ
ら
に

小
さ
な
紙
袋
を

手
に
す
る
と
、 

相
田
「
賃
金
だ
」 

と
飯
田
に
渡
す
。 

 

○
同
・3

年

E

組
教
室 

 
 

飯
田

、
机
に
座

っ
て
い
る
。 

 
 

入
口

か
ら

F

組

の
植
田
が
や
っ
て
く
る
。 

植
田
「
失
礼
し
ま
す
！ 

F

組
の
植
田
で
す
！
」 

 

○
同
・3

年

F

組
教
室 

 
 

植
田
、
机

に
座

っ
て
い
る
。 
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入
口

か
ら

G

組
の
江
田
が
や
っ
て
く
る
。 

江
田
「
失
礼
し
ま
す
！ 

G

組

の
江
田
で
す
！
」 

 

○
同
・3

年

H

組
教
室 

江
田

、
ず
か
ず
か
入
っ
て
く
る

。 

江
田
「
サ
イ
ト

作
成

で
き
る
奴

お
る

か
！
」 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 H

組
男
子

1

の
机
の
上
に
一
本
の

マ
ッ
チ
。 

屋
敷
、H

組
男
子

1

の
前
に
立
つ
。 

屋
敷
「…

サ
イ
ト
作
成
の
話
は

無
視

し
ろ
」 

H

組
男
子

1

「…

」 

屋
敷
、
マ
ッ
チ

を
手
に
取

る
。 

屋
敷
、
床
に
マ
ッ
チ

を
叩

き
つ
け
る
。 

屋
敷
「
（
叫
ぶ
）
わ
か
っ
た
ろ
！ 

B

組
の
奴

ら
は
最

初
か
ら
俺

た
ち
の
こ
と
を

仲
間

だ
な
ん
て
思

っ
て
な

か
っ
た
ん
だ
！
」 

冬
子
「…

」 

屋
敷
「…

戸
部
」 
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冬
子
「
え
？
」 

屋
敷
「
あ

い
つ
ら
の
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
な
ん
か
書
く

な
よ
」 

冬
子
「…

」 

 

○
戸
部
家
・
冬
子
の

部
屋
（
深
夜
） 

冬
子
、
机

に
座

っ
て
い
る
。 

目
の

前
に
描
き
か
け
の
ポ
ス
タ
ー
。 

冬
子
「
（
た
め

息
）
」 

冬
子
、
キ
テ
ィ

ち
ゃ
ん
の

玩
具

を
見
つ
め
る
。 

冬
子
「
よ
し
。
も
う

一
息
」 

 
 

冬
子
、
眠
気
眼

を
こ
す
っ
て
ポ
ス
タ
ー

を
描
き

始
め
る
。 

 

○
清
明
高
校
・

廊
下

（
数
日
後

・
朝

） 

 
 

冬
子
、
歩

い
て
い
る
。 

冬
子
、
陽
助
の

姿
が
目
に

入
り
、
は
っ
と

し
て

立
ち
止
ま
る
。 

冬
子
、
カ
バ
ン

か
ら
ポ
ス
タ
ー

を
取
り
出
す
。 

と
、

陽
助
の
も
と
に

菜
月

が
や
っ
て
き
て
、 
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菜
月
「
陽
助
！ 

テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク

撮
ろ
！
」 

 
 

菜
月
、
陽
助
の

腕
を
掴
む
。 

菜
月
、
ス
マ
ホ

を
構
え
る
。 

 
 

陽
助

と
菜
月
、

顔
を
近
づ
け
て
、 

陽
助
「
ア
ゲ
ア
ゲ
！
」 

菜
月
「
二
人
は
ア
ゲ
ア
ゲ
！
」 

と
は
し
ゃ
ぐ
。 

冬
子
「…

」 

 
 

冬
子
、
嫉
妬
と
も
憎
し
み
と
も
い
え
ぬ
も
の
が

こ
み
上
げ

る
。 

冬
子
、
踵

を
返

す
。 

 

○
同
・
中
庭
（
翌
日
） 

冬
子
、
歩

い
て
い
る
。 

声
「
戸
部

さ
ん
！
」 

冬
子
、
立

ち
止

ま
る
。 

陽
助
、
や
っ
て
く
る
。 

陽
助
「
ね
え
！ 

今
度

俺
ら
と

H

組
の
み
ん
な
で

海

で
サ
ー
フ
ィ
ン

で
も
ど
う

？ 

夏
も

近
い
し

」 

冬
子
「…

」 
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陽
助
「
戸
部
さ
ん
？
」 

冬
子
「…

も
う
私
に

話
し
か
け
な
い
で
く
だ

さ
い
」 

冬
子
、
足
早
に

去
る
。 

陽
助
「…

」 

 

○
同
・3

H
教
室
前
（
放
課
後
） 

冬
子
、
窓
の
前

で
ぼ
ん
や
り
と

景
色
を
眺
め
て

い
る
。 

さ
や
か
、

隣
に
や
っ
て
く
る
。 

冬
子
「
（
気
づ
い
て
）…

」 

さ
や
か
「

遠
い
ね
」 

冬
子
「…

？
」 

さ
や
か
、

振
り

返
っ
て
廊
下
を

見
る
。 

廊
下

の
奥
に
ぽ
つ
ん
と

3

年

B

組
の
教
室

が
見

え
る
。 

さ
や
か
「
こ
ん
な
に

遠
か
っ
た
っ
け
な
あ
」 

冬
子
「…

」 

 

○
同
・
屋
上 

陽
助
、
夕
日
を

見
て
黄
昏

て
い
る
。 
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○
同
・
昇
降
口
（
数
日
後

・
朝
） 

 
 

激
し
い
雨
が
降

っ
て
い
る
。 

 
○
同
・
音
楽
室 

陽
助

ら
、
集
ま
っ
て
い
る
。 

愛
甲
「
お
い
。

サ
イ
ト
は
ま
だ

で
き
な
い
の
か
？
」 

菜
月
「
ポ
ス
タ
ー
も

曲
も
ま
だ
だ
し
」 

陽
助
「
も
う
い
い
」 

坂
本
「
し
か
し

」 

陽
助
「
も
う

H

組
は
忘
れ
よ
う
。
き
っ
と
俺

た
ち
が

無
理
に
付

き
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
」 

 

○
同
・
ト
イ
レ 

財
前

と
江
田
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
見
回
し
て
い
る
。 

財
前
「
誰

も
い
な
い
な
」 

江
田
「
は
い
」 

財
前
「
聞

か
れ
て
は
ま
ず
い
話

だ
」 

江
田
「
間
違
い
な
く

誰
も
い
ま
せ
ん
」 

 
 

二
人

の
目
の
前

に
久
慈
が

立
っ
て
い
る
。 
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財
前
「
サ
イ
ト

作
成

の
件
は
ど
う
な
っ
て
る
？
」 

江
田
「
す

い
ま
せ
ん
！
」 

財
前
「
適
当
な
人
材
を
見
つ
け
ろ
と
命
じ
た
は
ず
だ
。

そ
の
た
め
に

B

組
の

連
中
か
ら

報
酬

を
受
け

取
っ
て

る
ん
だ
。

君
は
私
の

信
用
を
な
く
す
つ
も
り
か
」 

江
田
「
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん

。
し
か
し
報
酬
と
い

い
ま
し
て
も
私
の
手
元
に
下
り
て
く
る
頃
に
は
ほ
と

ん
ど
残
っ
て
い
な
い

状
態
で
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に

私

の
取
り
分

を
引
く
と

炭
酸
ジ
ュ
ー
ス

一
本
。

ジ
ュ
ー

ス
一
本
で
は
」 

財
前
「
（
遮
っ
て
）
言

い
訳
は
聞

き
た
く
な
い
。
そ
れ

と
ポ
ス
タ
ー
と
作
曲

の
件
も
だ
。
納
期
は
と
っ
く
に

過
ぎ
て
る
！
」 

江
田
「
そ
れ
は

私
の
案
件

で
は
な
く
財
前
さ
ん
の…

」 

財
前
「
私

に
口
答
え
す
る
つ
も
り
か

！
」 

江
田
「…

」 

財
前
「
陽

キ
ャ
と
陰

キ
ャ
を
分
断
し
、
金
脈

を
生
み

出
し
た
の
は
誰
だ
と

思
っ
て
る
ん
だ
！
」 

江
田
「
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！
」 

財
前
「
こ
の
金
脈
を

閉
鎖
す
る
わ
け
に
は
い
か
ん
。
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卒
業
ま
で

吸
い
尽
く
し
て
く
れ
る
わ

！
」 

久
慈
「…

」 

 

○
同
・3

年

H

組
教
室 

 
 

生
徒

ら
、
席
に

座
っ
て
い
る
。 

 
 

久
慈
、
手
を
あ
げ
る
。 

 
 

が
、

誰
も
気
づ
か
な
い
。 

久
慈
「
あ
の…

」 

生
徒

ら
、
久
慈

を
見
る
。 

久
慈
「
誤
解
だ
っ
た
ん
で
す
。B
組

の
人
た
ち
は

悪

く
な
い
で
す
」 

冬
子
「…

？
」 

 

○
同
・
ト
イ
レ

（
回
想
） 

財

前

「

情

け

な

ど

無

用

！ 

俺

た

ち

は

商

キ

ャ

！ 

ピ
ン
ハ
ネ

し
て
ナ
ン
ボ
の
も
ん
じ
ゃ
い
！
」 

 

○
（
戻
っ
て
）3

H

教
室 

久
慈
「
て
な
わ
け
で
し
て
」 

屋
敷
「
じ
ゃ
あ…

」 



- 51 - 

 

久
慈
「
え
え
。

悪
い
の
は

商
キ
ャ
の

人
た
ち
で
す

。

だ
け
ど…

だ
け
ど
、
自
分
た
ち
、
ど
こ
か
で

B

組
の

人
た
ち
と

壁
を
作
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？ 

自

分
と
は
違

う
人
た
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
？ 
自
分
た
ち
は

そ
の
弱
み
に
付

け
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」 

冬
子
「…

」 

 
 

さ
や
か
、

手
を
あ
げ
る
。 

さ
や
か
「
文
化
祭
、
覚
え
て
る
？ 

B

組
と
私

た
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た

役
割
が
あ
っ
て
、
お
互

い
に
違

う
タ
イ
プ

な
の
に
、

不
思
議
と

一
つ
に
な
れ
た
」 

 

久
慈
「
え
え
、

楽
し
か
っ
た
で
す
」 

さ
や
か
「

戸
部
さ
ん
が
描
い
た

ポ
ス
タ
ー
も
、
屋
敷

君
が
作
っ
た
曲
も
、

あ
の
人
た
ち
、

素
直
に
す
ご
い

と
い
っ
て
く
れ
た
。

先
生
や
他

の
生
徒
は
ウ
チ
ら
を

見
た
目
だ
け
で

判
断

す
る
の
に

あ
の

人
た
ち
は
違
っ

た
。
あ
の

人
た
ち
だ
け
は

ウ
チ

ら
を

対
等
に

扱
っ
て

く
れ
た
」 

冬
子
「…

」 

さ
や
か
、

一
同

を
見
て
、 
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さ
や
か
「

仲
間
じ
ゃ
な
い
っ
て

決
め
つ
け
て

る
の
は

ウ
チ
ら
の
ほ
う
じ
ゃ
な
い

の
か
な
？
」 

屋
敷
「
（
俯
く
）…

」 

 
 

冬
子
、
立

ち
上

が
る
。 

一
同
「…

？
」 

 
 

冬
子
、
決
意
を

固
め
た
表
情
で

出
て
い
く
。 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

冬
子
、
歩
い
て
い
る

。 

 
 

冬
子
、3

G

教
室
前

に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

江
田
、
冬
子
の

前
に
立
ち
は
だ
か
り
、 

江
田
「
陰

キ
ャ
は
こ
の
先
立
ち

入
り

禁
止
や

」 

冬
子
、
無
視
し
て
通
り
過

ぎ
る
。 

江
田
「
お
い
！
」 

冬
子
、3

F

教
室
前

に
や
っ
て
く
る
。 

植
田
、
薄
笑
い
を
浮
か
べ
て

冬
子
を
見

て
い
る
。 

植
田
「
（
く
す
く
す
）
」 

 
 

冬
子
、
無
視
し
て
通
り
過

ぎ
る
。 

 
 

冬
子
、3

E

教
室
前

に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

飯
田

や

3
E

の

生
徒
ら
、

ひ
そ
ひ
そ
声

で
話
し
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て
い
る
。 

声
「
な
ん
で
陰
キ
ャ

が
こ
こ
に
い
ん
だ
よ

」 

声
「
一
緒

に
い
る
と

迷
惑
だ
っ
て
気
付
け
よ

」 

声
「B

組
の
み
ん
な
が
か
わ
い
そ
う

」 

冬
子
、
そ
れ
で
も
一
歩
一
歩
踏

み
し
め
る
よ
う

に
前
に
進

ん
で
い
く

。 

 

○
同
・3

C

教
室
前 

 
 

冬
子
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

財
前
、
待

ち
か
ま
え
て
い
る
、 

財
前
「
何

だ
。
賃
上

げ
交
渉
で
も
し
に
き
た
か
？

」 

冬
子
「…

ど
い
て
く
だ
さ
い
」 

財
前
「
ど
こ
へ
い
く

つ
も
り
だ
？
」 

冬
子
「
私

た
ち
の
間

に
あ
る
誤
解
を

解
き
に
い
き
ま

す
」 

財
前
「
誤
解
？ 

厳
然
た
る
事
実
じ
ゃ
な
い
か
」 

冬
子
「…

」 

財
前
「
陽

キ
ャ
と
陰

キ
ャ
に
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
越
え
ら
れ
な
い
壁

が
あ
る
。

こ
れ
の
ど
こ
が
誤
解

な
ん
だ
」 
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冬
子
「…

」 

財
前
「
だ
か
ら
こ
そ

私
の
よ
う
な
仲
介
役
が

必
要
な

ん
だ
よ
」 

 
 

冬
子
、
歩

き
出

す
。 

 
 

財
前
、
冬
子
の

手
を
掴
む
。 

冬
子
「…
離
し
て
く
だ
さ
い
」 

財
前
「
大
人
し
く
引

き
返
せ
。
そ
う
す
れ
ば

賃
上
げ

交
渉
く
ら
い
は

応
じ
て
や
る
」 

 
 

冬
子
、
財
前
の

手
を
振
り

払
っ
て
歩
き

出
す
。 

 
 

財
前
、
冬
子
を

追
い
か
け
る
。 

 
 

と
財
前
の
足
が

止
ま
る
。 

財
前
「
？
！
」 

 
 

財
前
、
振

り
返

る
。 

 
 

さ
や
か
と
久
慈
、
財
前
の

体
を

取
り
押

さ
え
て

い
る
。 

 
 

財
前
、
も
が
く
が
動
け
な
い
。 

財
前
「
（
さ
や
か
へ
）
女
！ 

な
ん
て

パ
ワ
ー
だ
！
」 

 
 

冬
子
、
さ
や
か
と
久
慈
を

見
つ
め
る
。 

さ
や
か
、

久
慈
「
（
頷
く
）
」 

冬
子
「
（
頷
く
）
」 
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冬
子
、
歩

き
出

す
。 

財
前
「
ま
、
待
て
！
」 

 

○
同
・3

年

B

組
の
教
室

前 

 
 

冬
子
、
立

ち
止

ま
る
。 

 
 

冬
子
、
大

き
く

深
呼
吸
す
る
。 

 
 

冬
子
、
ド
ア
に

手
を
か
け
る
。 

 

○
同
・3

年

B

組
教
室 

 
 

賑
や
か
な

室
内
。 

冬
子
、
入

っ
て
く
る
。 

冬
子
「
あ
、
あ
の
っ
」 

 
 

生
徒

ら
、
誰
も

気
づ
か
な
い
。 

冬
子
「
あ
、
あ
の
っ
！
」 

 
 

生
徒

ら
、
冬
子

の
姿
に
気

づ
き
、
静
ま
る
。 

陽
助
「
（
冬
子

を
見
て
）…

」 

冬
子
「
み
、
み
み
み
な
さ
ん
に
、
つ
、
伝
え
た
い
こ

と
が
あ
っ
て
き
ま
し
た
」 

愛
甲
「
あ
？
」 

冬
子
「
わ
わ
わ
わ
わ
わ
私
は…

私
は…

」 
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愛
甲
、
緊
張
す
る
冬
子
へ
、 

愛
甲
「
お
い
、
な
ん
か

知
ん
ね
え
け
ど

無
理
す
る…

」 

陽
助

、
愛
甲
を

制
止
す
る

。 

冬
子
「
（
目

を
つ
ぶ
り
）
わ
、
私
、
陽
助
君
に

面
白
い

っ
て
い
わ
れ
て

嬉
し
か
っ
た
！
」 

陽
助
「…
」 

冬
子
「
私

が
描
い
た

ロ
ゴ
や
ポ
ス
タ
ー
を
、

み
な
さ

ん
に
受
け

入
れ
て
も
ら
え

て
嬉

し
か
っ
た
で
す
」 

 
 

一
同
、
じ
っ
と

聞
い
て
い
る
。 

冬
子
「
な
の
に
、
私

は
あ
な
た
た
ち

を
受
け

入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

私
は
、
あ
、
あ
な

た
た
ち

を
見
る
と

自
分
が
惨

め
に
思
え

た
か
ら
！ 
だ
、
だ

か
ら
、
あ
な
た
た
ち
か
ら

逃
げ
て
た

！
」 

陽
助
「…

」 

冬
子
「
で
も
、
も
う

逃
げ
た
く
な
い…

生
き
る
世
界

が
違
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど…

越
え
ら
れ
な
い
壁
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど…

迷
惑
だ
し
気
持

ち
悪
い

と
思
わ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
け
ど…

私
、
あ
な
た
た

ち
か
ら
逃

げ
た
く
な
い
！
」 

 
 

冬
子
、
肩

を
震

わ
せ
て
荒

い
息

を
吐
く
。 
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陽
助
「…

戸
部
さ
ん
」 

菜
月
、
愛
結
ら

女
子
、
冬
子
の
も
と
へ
い
く
。 

 
 

菜
月
、
冬
子
を

抱
き
寄
せ
る
。 

菜
月
「
私

た
ち
、
あ
ん
た
の
こ
と
そ
ん
な
ふ
う
に

思

っ
た
こ
と
な
い
よ
」 

冬
子
、
目
頭
を

抑
え
る
。 

 
 

財
前
、
や
っ
て
く
る
。 

財
前
「
（
冬
子

へ
）B

組
の
皆
さ
ん
に

な
ん
て

口
を
き

く
ん
だ
！
」 

 
 

財
前
、
冬
子
を

引
き
ず
り

出
そ
う
と
す
る
。 

 
 

坂
本
、
財
前
の

手
を
掴
む
。 

坂
本
「
（
財
前

の
腕
時
計

を
見
て
）H

組
に
あ
げ
た
は

ず
の
俺
の

時
計…

」 

 
 

財
前
、
腕
時
計

を
手
で
覆

い
隠

す
。 

坂
本
「
ど
う
や
ら
影

で
随
分
と

甘
い

汁
を
吸

っ
て
い

た
よ
う
だ
な
」 

財
前
「
（
焦
っ
て
）
皆

さ
ん
、
お

騒
が
せ
し
て

申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な

無
礼
が

な
い
よ

う
次
回
よ
り
は

し
っ
か
り
と
契
約
書

を
作
成

し
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

遵
守…

」 
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陽
助
「
（
遮

っ
て
）
財
前
。
お
前
さ
、
つ
ま
ん
ね
え
ん

だ
よ
」 

 

○
同
・
廊
下 

陽
助

ら
、
財
前

に
詰
め
寄

っ
て
い
る
。 

 
 

愛
甲
、
指

を
ポ
キ
ポ
キ
鳴

ら
す
。 

財
前
「
（
顔

が
ひ
き
つ
る
）
ぼ
、
暴
力
は
い
け
な
い
！
」 

財
前
、
後

ず
さ
り
す
る
。 

財
前

の
背
後
に

相
田
、
飯
田
、
植
田
、
江
田

の

姿
。 

財
前
「
退

け
！
」 

財
前

ら
、
じ
り
じ
り
と
後

ず
さ
り
す
る
。 

に
じ
り
よ
る

3
B

の
生
徒
ら

。 

財
前

ら

、H

組

の
教
室

前

ま

で
引

き

下
が

る
。 

財
前
、
は
っ
と
す
る
。 

 
 

屋

敷

ら

H

組
の

生

徒
が
廊

下

で

横
一

列

に
な

っ
て
待
ち
か
ま
え
て
い
る
。 

財
前
「
陰

キ
ャ
の
く
せ
に

横
編
成
だ

と
？
！
」 

江
田
「
に
、
逃
げ
る

隙
間
が
な
い
！
」 

 
 

屋
敷

ら
、
財
前

ら
に
に
じ
り
よ
る
。 
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財
前
「
（
悲
鳴
）
う
、
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！

」 

 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

財
前

ら
、
ボ
コ
ボ
コ

に
さ
れ
て

倒
れ
て
い
る
。 

屋
敷

の
正
面
に

陽
助
の
姿
。 

屋
敷
、
陽
助
と

向
か
い
合

う
。 

 
 

陽
助

と
屋
敷
、

息
の
合
っ
た
動

き
で
シ
ェ
イ
ク

ハ
ン
ド
を

決
め
る
。 

陽
助
、
屋
敷
「
（
笑
顔
）
」 

冬
子
「
（
微
笑

む
）
」 

菜
月
「
見

て
！
」 

 
 

3
A

教
室

の
ド
ア

が
か
た
こ
と
揺

れ
て
い
る
。 

 
 

揺
れ
が
激
し
く
な
り
、
ド
ア
の

鍵
が
外

れ
て
床

に
落
ち
る

。 

冬
子
「…

？
」 

坂
本
「
（
つ
ぶ
や
く
）
そ
の

教
室

は
天
地
の

間
に
あ
り

て
、
陽
と
陰
が
混
じ
り
合
う
と
き
、
扉
は
開

か
れ
ん
」 

陽
助
、
ド
ア
の

前
に
立
つ
。 
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陽
助
「
（
冬
子

へ
）
戸
部

さ
ん
」 

冬
子
「
（
頷
く
）
」 

 
 

冬
子
、
陽
助
の

隣
に
立
つ
。 

二
人
、
ゆ
っ
く
り
と

ド
ア

を
開

け
る
。 

 

○
同
・3

年

A

組
教
室 

 
 

冬
子

と
陽
助
、
入
っ
て
く
る
。 

机
の

上
に
大
量

の
ビ
ー
ル

瓶
が

置
か
れ
て
い
る
。 

B

組
と

H

組
の

生
徒
ら
、
続

け
て
入
っ
て
く
る
。 

陽
助
、
ビ
ー
ル

瓶
を
掴
ん
で
に
や
り
と
す
る
。 

陽
助
「
み
ん
な
！
」 

陽
助
、
ビ
ー
ル

瓶
を
思
い

切
り

振
り
、 

陽
助
「
（
叫
ぶ
）
俺
た
ち

今
日
か
ら

3

年

A

組
だ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
」 

 
 

一
同

に
よ
る
ビ
ー
ル

か
け

が
始

ま
っ
て…

 

 

（
お
わ
り
） 


